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森林整備工事入札参加資格審査要綱 
 
（趣旨） 
第１ 森林整備工事の入札に参加する者の資格については、事業の公共性と特殊性に鑑み、

法人の信用、技術および施工能力等について、資格審査基準を設け適正に審査を行うもの

とする。 
 
（資格審査の申請等） 
第２ 森林整備工事の競争入札に参加する者に必要な資格、申請の時期、方法等について

は、平成２０年 1 月２９日付け福井県告示第５０号森林整備工事の請負契約に係る一般競

争入札または指名競争入札に参加する者に必要な資格等（以下「告示」という。）に定め

るところによる。 

２ 告示の４から７に規定する森林整備工事入札参加資格審査申請書等（以下「申請書」

という。）の様式は別記様式に定めるとおりとする。 
（１）森林整備工事の入札参加資格審査申請書類 

① 森林整備工事入札参加資格審査申請書（様式第１号） 
② 定款の写し 
③ 入札参加資格申請日の直前の事業年度または営業年度における事業税の納税証

明書（福井県に納税義務のある場合に限る。） 
④ 法人登記事項証明書 
⑤ 社内規則または委任状（主たる事務所または営業所以外の事務所または営業所に

おいても競争入札に参加しようとする場合に限る。） 
⑥ 事務所または営業所一覧表 
⑦ 森林整備工事技術者名簿（様式第２号） 

（２）森林整備工事入札参加資格審査申請書記載事項変更届（様式第３号） 
３ 告示４の(1)のカに規定する技術者は次の各号に掲げるものとする。 
（１）業務の実施現場に常駐し、森林整備工事の現場管理を行うのに必要な知識と実務経

験を有する者（以下「業務管理者」という。） 
（２）業務を実施するのに必要な十分な知識や実務経験を有する者（以下「専門技術者」

という。） 
（３）業務の実施現場における施業を実施するのに必要な技術を有する者（以下「技術作

業員」という。） 
４ 前項に規定する技術者の資格要件は別表１によるものとする。 
５ 森林整備工事の入札参加資格があると認められた者（以下「有資格者」という。）のう

ち業務管理者および専門技術者に変更があったときは、当該有資格者は、森林整備工事技

術者名簿変更届（様式第４号）を所轄の農林総合事務所長または嶺南振興局長（以下「所

長」という。）に提出しなければならない。 
６ 前項の書類の提出部数は、２部とする。 
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（資格審査の申請期間） 
第３ 平成２０年福井県告示第５０号４（１）に規定する申請期間について、県の休日（福

井県の休日を定める条例（平成元年３月２７日福井県条例第２号）第１条に規定する県

の休日：土曜日、日曜日、祝日）には持参による申請書類の受付はできない。 
なお、申請期間の末日が県の休日となる場合は、申請書類を郵送でも受け付け可能と

する。（当該期間内の消印があるものに限り有効とする。） 
 
（審査の項目および審査基準） 
第４ 森林整備工事入札参加資格の審査の項目および基準は、次表のとおりとする。 
  

審  査  項  目 基 準 等 
法人登記

簿謄本に

よる審査 

（１）法人格 告示２に規定した法人であること 
（２）資本金の額（出資金およびこれ

に代わるものを含む） 50 万円以上であること 

納税証明

書による

審査 

（１）法人県民税、事業税等の県税納

付状況 滞納がないこと 

申請書に

よる審査 
（１）経営状況 経営内容の確認 
（２）森林整備業務の施工実績 施工能力の確認 

（３）従業員等の内訳 
 

業務管理者を２名以上有すること 
専門技術者を２名以上有すること 
技術作業員を４名以上有すること 

（４）社会保険等への加入状況 
①労働災害補償保険 
②雇用保険 
③健康保険・国民健康保険 
④年金制度 
⑤退職金制度 

加入が義務付けられている各種保険お

よび年金制度に加入していること 
 

（５）労働安全衛生管理体制等の状況 
  ① 安全衛生管理体制 
   ア 総括安全衛生管理者 

イ 安全管理者・衛生管理者 
ウ 安全衛生推進者 

② 労働基準監督署等から受け

た指導等 
③ 労働災害発生状況 

法令等で義務付けがされている資格者

を有すること 
 
 
 
 
当該署等から受けた重要な指導の有無

の確認 
労働災害発生の有無についての確認 

（６）林業機械保有台数 業務を実施するに必要な機械を保有し

ていること（台数不問） 
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（森林整備工事入札参加資格者名簿への登載） 
第５ 有資格者については、福井県森林整備工事入札参加資格者名簿に登載する。 
 
（入札参加資格の取消し等） 
第６ 有資格者が次の各号の一に該当するに至った場合は、入札参加資格を取り消すもの

とする。 
（１）競争入札に係る契約を締結する能力を有しない者および破産者で復権を得ない者。

ただし、特別の理由がある場合を除く。 
（２）契約の履行に当たり、故意に森林整備工事を粗雑にし、または材料の品質もしく

は数量に関して不正をした者 
（３）競争入札において、その公正な執行を妨げた者または公正な価格の成立を害し、

もしくは不正の利益を得るために連合した者 
（４）落札者が契約を締結すること、または契約者が契約を履行することを妨げた者 
（５）地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 234 条の 2 の第 1 項の規程による監督ま

たは検査の実施に当たり職員の職務の執行を妨げた者 
（６）正当な理由がなく契約を履行しなかった者 
（７）前各号の一に該当する事実があった後 2 年を経過しない者を契約の履行に当たり

代理人、支配人その他の使用人として使用した者 
（８）前各号の一に該当する者を代理人、支配人その他の使用人または入札代理人とし

て使用する者 
２ 前項の規程により入札参加資格を取り消された場合は、当該有資格者に対してその旨

を通知する。 
 
（森林整備工事入札参加資格審査委員会） 
第７ 入札参加希望者について、次の各号に掲げる事項の審査は、福井県農林水産部発注

工事等指名業者選考委員会（以下「委員会」という。）で行うものとする。 
（１）業者の適格性の判定および有資格者の決定 
（２）業務成績、安全性の判定および安全成績等の評定 
（３）入札参加資格の取消し 

２ 委員会の事務は「福井県農林水産部発注工事等指名業者選考委員会および農林水産部

出先機関発注工事等指名業者選考委員会規程」により行うものとする。 
 
附則 
この要綱は、平成１４年２月２０日から施行する。 
この要綱は、平成１８年４月 １日から施行する。 
この要綱は、平成２０年２月２０日から施行する。 

この要綱は、平成２１年８月２０日から施行する。 

この要綱は、平成２２年１月２８日から施行する。 

この要綱は、平成２２年４月 １日から施行する。 

この要綱は、平成２８年２月 １日から施行する。 
この要綱は、令和元年１１月２９日から施行する。 
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別表１ 
  告示４の(1)のカに規定する森林整備工事技術者の資格要件等 
 

番

号 
技術職員  
の種別  資  格  要  件 雇用人数  

１ 業務管理者 森林整備工事の現場管理を行うのに必要な知識と実務経験 

（５年以上）を有する者 
２名以上 

２ 専門技術者 

次のいずれかの資格を有する者 

２名以上 

①技術士（森林部門） 技術士法に定める技術士試験

に合格した者 

②林業技士（林業経営部門） （社）日本森林技術協会の認定

する林業技士 

③林業普及指導員 
または林業改良指導員の有

資格者 

林業普及指導員または林業改

良指導員資格試験に合格した

者 

④福井県指導林業士 
または青年林業士 福井県知事が認定した者 

⑤森林施業士 

福井県森林整備支援センター

が行う「森林施業士資格取

得・育成研修」の終了証書の

交付を受けた者 

⑥森林整備専門技術者 

森林整備業務の実務経験が５

年以上あり、かつ林業・木材

製造業労働災害防止協会福井

県支部等が行う森林整備作業

種ごとに必要な資格を２つ以

上有する者※１ 

３ 技術作業員 工事現場における施業を実施するのに必要な資格および技術

を有する者 ４名以上 

 
注１： 専門技術者は、業務管理者を兼ねることができる。 

注２： 業務管理者および専門技術者は技術作業員を兼ねることができる。 

※１： 必要な資格２つ以上のうち、「伐木等業務講習」の修了証は必須資格とする。 


